
旅

と

「発
見
」
1
西
洋
見
立

て
の
理
想
郷
、
江
戸
郊
外
の
王
子

白
幡
洋
三
郎

旅 と 「発 見」 一 西洋 見 立て の理 想 郷 、江 戸郊 外 の王 子(白 幡)

一
、
西
洋

の
目
に
映

っ
た
江
戸
郊
外

幕
末
か
ら
明
治
初
期
、

日
本
に
在
住
す
る
外
国
人
た
ち
が
口
を
揃
え
て
賛

美
し
、
う

っ
と
り
し
た

口
調
で
語
る
場
所
が
あ

っ
た
。
そ
ん
な
賛
美
の
対
象

と
な
る
代
表
地
の

一
つ
が
江
戸
郊
外

の
王
子
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
そ
こ
を
ど

の
よ
う
に
描
写
し
た
か
、
ま
た
ど
う

し
て
し
ば

し
ば
王
子
を
口
に
し
た

の
だ

ろ
う
か
。
遠
く
海
外
か
ら
長
い
旅
の
果

て
に
来
日
し
、
西
洋
世
界
に
と

つ
て

は
当
時
も

っ
と
も
未
知
の
土
地
で
あ

っ
た
日
本

で
、
王
子
が
ど
の
よ
う
に
し

て
彼
ら

の
注
目
す
る
地
に
な

っ
て
い

っ
た
の
か
。
ま
ず

は
、
西
洋
人
た
ち

の

語
り
口
の
い
く

つ
か
を
聞
い
て
み
よ
う
。

九
月
二
十
八
日
、
わ
れ
わ
れ
は
江
戸
の
北
西
部
に
あ
る
王
子

O
α
匹
と

い

う

村

へ
遠

乗

り

を

し

た

。

こ

こ

は

粋

な

茶

店

の
あ

る

格

好

な

行

楽

地

で

あ

る

。

(
一
八
六
〇
年

の
記
事
。

フ
リ
ー
ド
リ

ッ
ヒ

・
ツ
ー

・
オ
イ

レ
ン
ブ

ル
ク

『
日
本

遠

征
記
』

上
、
中

井
晶

夫
訳
、
新

異
国
叢

書
、
雄

松
堂
書

店
、

一
九
六
九

年
)
,

江

戸

北

方

の

近

郊

の
中

で

、

実

益

と

愉

楽

、

ま

た

、

神

聖

と

俗

事

、

こ

れ

ら

が

も

っ
と

も

高

度

に

結

び

付

い

て

い

る

の

は

王

子

の
庭

園

で

あ

つ

て

、

庶

民

に

愛

好

さ

れ

て

い

る
。

(
一
人
六
三
年

の
記
事
。

エ
メ

・
ア

ン
ベ
ー

ル

『
幕
末

日
本

図
絵
』

下
、
高

橋
邦

太
郎

訳
、
新
異
国
叢
書

、
雄
松
堂
書

店
、

一
九

七
〇
年
)
、

首
都
の
北
部
は
飛
鳥
山
の
よ
う
な
遊
び
の
公
園
や
、
パ
リ
周
辺
の
散
歩

道
を
思

い
出
さ
せ
る
小
さ
な
村
に
続
い
て
い
る
。
江
戸
に
滞
在

し
て
い
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図1「 王 子 の 茶 屋 」 と題 され 、掲 載 され た 写真 。 著 者 は幕 末 の1867年 か ら 日本 に 滞在 して い る

が 、 この 写 真 は 明 治 期 の お み や げ 写真 を購 入 した も の と考 え られ る。

(Ed。byCaptainF.Brinkley,Japan,vo1.2,J.M.B.MilletCompany,1898よ り)

(国 際 日本 文 化 研 究 セ ン ター 蔵 、 以 下 同)

図2王 子 の茶屋 ・扇屋 付近 の風 景。1886年 、著者 が 日本滞在 時 に購 入 した写真(図1と 同 じ写真 、手彩

色か)を も とに版 画 に彫 った もの と考 え られ る。

(PaulBonnetain,L'ExtremeOrient:lemondepittoresqueetmonumental,1887よ り)
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旅 と 「発 見 」一 西 洋 見立 て の理 想郷 、 江戸 郊 外 の王 子(白 幡)

図3外 国人向 けおみやげ写真(手 彩色)の 王子 ・扇屋付近。1870年 以前の撮影 と思われ る。

図4「 東 京 郊 外 、 王 子 の茶 屋 」 と題 さ れ た版 画挿 絵(写 真 か ら作 成 した と思 われ る)

Lestchayasd'Odji,,danslabanlieuedeToklo(1.Eggemlont,Voyageautourduglobe.、 ノ穡on,1900よ り)
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図5図1と 同 じ写真 と思 われ る外 国人 向けおみや げ写真(手 彩色)の 王子 ・扇屋付近。

る

全

て

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

人

は

、

風

景

の

美

し

さ

で

こ

れ

ら

の
村

の

中

で

も

一
番

の

『
王

子

』

を

訪

れ

た

も

の
で

あ

る
。

(
一
八
六
〇

年
代
初
頭

の
記
事
。

ル
ド

ル
フ

・
リ

ン
ダ

ウ

『
ス
イ

ス
領
事

の
見
た

幕
末

日
本
』
森

本
英
夫

訳
、
新

人
物
往
来
社
、

一
九
八
六
年
)

、

ス
イ
ス
領
事

の
リ

ン
ダ
ウ
が
語
る
江
戸
北
部

の
郊
外
は
、
パ
リ
周
辺
の
村

々
に
似
た
気
持
ち
の
よ
い
小
さ
な
集
落
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中

で
も
群

を
抜
く
風
景

の
美
し
さ
を
備
え
て
い
る
の
が
王
子
で
あ
る
と
い
う
。
以
上
、

取
り
上
げ
た
記
録
は
幕
末
、
ま
だ
徳
川

の
支
配
下
に
あ

っ
た
時
代

の
叙
述

で

あ
る
。
素
晴
ら
し
い
自
然
と
遊
楽

の
装
置
を
備
え
た
場
所
、
古
き
よ
き
美
し

き
日
本

の
代
表
が
王
子
で
あ
る
、
と
い
っ
た
叙
述
に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
郊
外

の
の
ど
か
な
姿
は
幕
末
の
混
乱
を
経
て
消
滅
し
て
し
ま

っ

た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
江
戸
郊
外
の
心
地
よ
く
風
景

の
美
し
い

村

々
は
そ
の
姿
を
ち
ゃ
ん
と
維
持
し
て
い
た
ら
し
く
、
上
に
挙
げ
た
よ
う
な

筆

の
運
び
は
明
治
に
入

っ
て
も
ま
だ
続

い
て
い
た
。

翌

日

は

学

校

が

休

み

だ

っ
た

の

で

、

東

京

の

北

の

は

ず

れ

の

王

子

と

い

う

美

し

い
郊

外

の
静

か

な

場

所

へ
遠

足

を

す

る

こ
と

に
な

っ
た

。

(
一
人
七

一
年

の
記
事
。
ウ

ィ
リ

ア
ム

・
E

・
グ

リ
フ
ィ

ス

『
明
治

日
本
体
験
記
』

山
下
英

一
訳
、
平
凡
社
、

一
九
人

四
年
)
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こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
幕
末
か
ら
明
治
初
め
に
か
け

て
、
西
洋
人
た
ち
に
と

っ
て
王
子
は
最
高

の
行
楽
地
、
あ
こ
が
れ

の
地
だ

つ

た
。
王
子
を
語

っ
た
文
章

の
う
ち
で
、
簡
潔
に
し
て
最
も
印
象
深

い
も
の
が

次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
日
本

の
リ

ッ
チ

モ
ン
ド
」
。
こ
の
愛
称
を
得
た
王
子
は
、
幕
末

・
明
治
初

期
に
外
国
人
に
と

っ
て
最
も
有
名
な
日
本

の
土
地
の

一
つ
に
な

っ
た
。

二
、
西
洋
見
立
て
の
幕
末

・
明
治
日
本

旅 と 「発 見 」一 西 洋 見立 て の理想 郷 、江 戸郊 外 の 王子(白 幡)

王

子

は

、

言

わ

ば

、

日

本

の

リ

ッ
チ

モ

ン

ド

[
ロ

ン

ド

ン
西

郊

の
住

宅

地

]

で
、

そ

こ

に

は

イ

ギ

リ

ス

の

「
ス

タ

ー

・
ア

ン

ド

・
ガ

ー

タ

ー

.

ホ

テ

ル

」

に

匹

敵

す

る

有

名

な

茶

屋

が

あ

る

。

こ

こ

は

江

戸

の
善

良

な

市

民

達

が

一
日

の
遊

楽

や

気

晴

ら

し

に

来

る

所

で
、

た

し

か

に

こ

れ

以

上

の
娯

楽

場

を

探

す

の

は

む

ず

か

し

い
だ

ろ
う

。

(
一
八
六
〇
年

の
記
事
。

ロ
バ
ー
ト

・
フ

ォ
ー

チ

ュ
ン

『
江
戸

と
北
京

英
国
園

芸
学
者

の
極
東
紀

行
』
三
宅
馨

訳
、
廣
川
書
店

、

一
九
六
九

年
)

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
英
国
人
園
芸
学
者

ロ
バ
ー
ト

・
フ
ォ
ー
チ

ュ

ン
は
王
子
を

ロ
ン
ド

ン
郊
外
の
閑
静

な
行
楽
地
に
見
立

て
、
そ
こ
に
あ
る
茶

屋
を
イ
ギ
リ

ス
の
上
質
な
ホ
テ
ル
と

比
較
し
た
。
本
書
は
、
英
国
人
以
外
に

も
か
な
り
の
読
者
を
得
て
、
日
本
に

つ
い
て
の
大
事
な
情
報
源

の

一
つ
に
な

つ

た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
簡
潔
な
見
立
て
表
現
に
よ

っ
て
、
少
な

く
と
も
英
国
人
に
と

っ
て
王
子
は
、
遠
く
神
秘
の
ヴ

ェ
ー

ル
に

つ
つ
ま
れ
た

日
本
に
あ
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
描
け
る

「身
近
」
な
場
所
に

な

っ
た

の
で
あ
る
。

王

子

を

閑

静

な

住

宅

街

で
あ

り

、

行

楽

地

で
あ

る

と

み

た

英

国

人

の

目

に

は
、
王

子

の
心

地

よ

い

茶

店

は
高

級

ホ

テ

ル

の

ス
タ

ー

・
ア

ン
ド

・
ガ

ー

タ

ー

に

匹
敵

す

る

も

の
だ

っ
た

。

一
八

五

九

年

、

駐

日

英

国

公

使

と

し

て

来

日

し

た

ラ
ザ

フ

オ

ー

ド

・
オ

ー

ル

コ

ッ
ク

は
大

坂

を

訪

れ

て

、

「
日

本

の

ベ
ネ

チ

ア
」

と

称

し

た

。

す

く

な

く

と

も

一
〇

〇

の
橋

が

い

た

る

と

こ
ろ

で

こ

の
さ

ま

ざ

ま

の

水

流

に

か

か

っ
て

い

る
。

そ

し

て
多

く

の
橋

は

、

非

常

に

幅

が

広

く

、

金

を

た

く
さ

ん

つ
ぎ

込

ん

で
作

っ

て
あ

る
。

(
オ
ー

ル

コ
ッ
ク

『
大
君

の
都

』
山

口
光

朔
訳
、

岩
波

書
店

、

一
九
六

二
年

)

こ
れ
は
水
路
網
や
架
橋

の
充
実
ぶ
り
な
ど
を
見
て
、
都
市

の
豊
か
さ
、
形

態
や
機
能
が
似
て
い
る
点
を
表
現
し
た
に
す
ぎ
な

い
と
受
け
取
る
べ
き
で
は

な
い
。
英
国
人
に
と

っ
て
西
洋
文
明

の
ふ
る
さ
と
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
、
あ
こ

が
れ
の
文
化

・
芸
術
都
市
に
見
立
て
た
誉
め
言
葉
、
西
洋
文
明

の
視
点
か
ら

見
て
も
最
高
の
賛
辞
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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ま

た

、

山

形

の

都

市

と

そ

の
郊

外

(米

沢

盆

地

)

を

指

し

て
、

「
エ
デ

ン

の

園

」

「
ア

ジ

ア

の

ア

ル
カ

デ

ィ

ア

(
桃

源

郷

)
」

と

称

し

た

イ

ザ

ベ

ラ

・
バ

ー

ド

の

よ

う

な

人

も

い

る

。

米

沢

平

野

は

、

南

に
繁

栄

す

る

米

沢

の

町

が

あ

り

、

ま

っ
た

く

エ
デ

ン

の
園

で

あ

る
。

「
鋤

で
耕

し

た

と

い
う

よ

り

鉛

筆

で
描

い

た

よ

う

に
」

美

し

い
。

(中

略

)

実

り
豊

か

に

微

笑

す

る

大

地

で

あ

り

、

ア
ジ

ア

の

ア

ル

カ

デ

ヤ

(
桃

源

郷

)

で

あ

る
。

(
一
八
七
八
年

の
記
事

。
イ
ザ

ベ
ラ

・
バ

ー
ド

『
日
本
奥
地
紀
行
』
高
梨
健
吉

訳
、

平
凡
社
、

一
九
七
三
年
)

富
士
山
は
、
テ
ネ
リ
フ

ェ
島

(現
ス
ペ
イ
ン
領
)
の
テ
イ
デ
山
に
た
と
え

ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

っ
た
。
テ
ネ
リ
フ

ェ
島
は
、
イ
ギ
リ

ス
や
オ
ラ
ン
ダ

な
ど
北

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
喜
望
峰
経
由
で
東
洋
に
到
る
航
路
の
要
所
で
、
停

泊
す
る
船
も
多
か

っ
た
。
テ
イ
デ
島
は

コ
ニ
ー
デ
形
の
火
山
で
あ
り
、
標
高

も
富
士
山
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
に
到
着
し
た
西
洋
人
旅
行

者
は
富
士
山
を
目
に
し
た
と
き
、
長
い
航
海
を
振
り
返

っ
て
、
テ
イ
デ
山
を

思
い
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

別

の
見
立
て
表
現

の
例
を
挙
げ

て
み
よ
う
。

日
本
政
府
の
法
律
顧
問
と
し

て
招
聘
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
ブ

ス
ケ
は
、
日
光
を
西
洋
の
廟

に
た
と
え
た
。

8

西
洋
人
に
と

っ
て
、
日
本
は
未
知

の
国
、
知
ら
れ
ざ
る
神
秘

の
国
、
そ
し

て
旅

の
大
秘
境
で
あ

っ
た
。
幕
末
の
時
代
は
間
違

い
な
く
そ
う
で
あ

っ
た
。

そ
う
な
る
と
そ
の
未
知
で
神
秘

の
国

を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
僥
倖
の
人
物

は
、

こ
の
国
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
圧
倒
的
多
数

の
人

々

(本
国
人
)
に
向

け
て
ど
う
し
て
も
簡
潔
な
説
明
を
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ち
生
ま

れ
た

の
が
見
立
て
表
現
で
あ

つ
た
。
自
国
あ
る
い
は
世
界
的
に
有
名
な
地
名

を
使

っ
て
、
日
本

の
場
所
に

つ
い
て

一
挙
に
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
ん
で
も
ら
お

う
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
長
ら
く
国
を
閉
ざ
し
て
い
た
日
本
は
、
長
ら
く
未

知
で
あ

っ
た
せ
い
も
あ

っ
て
、
こ
う

し
た
見
立
て
手
法

で
説
明
さ
れ
る
場
所

も
少
な
く
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

私

は
今

年

は

、

昔

の
将

軍

の

た

め

に
建

て
ら

れ

た

優

れ

た

モ

ニ

ュ
メ

ン

ト

の
数

々

を

見

に

行

こ
う

と

し

て

い

た

。

日

光

は

日

本

の

サ

ン

ド

ゥ

ニ

か

パ

ン
テ

オ

ン
だ

か

ら

で

あ

る
。

こ

こ

に

、

芸

術

の
努

力

が

見

事

な

自

然

と

一
緒

に

な

っ
て

、

偉

人

た

ち

の

た

め

に

そ

の
遺

体

を

守

る

に

値

す

る

墓

を

作

っ
た

の

で
あ

る

。

(
一
八
七
三
年

の
記
事
、
ジ

ョ
ル
ジ

ュ

・
ブ

ス
ケ

『
日
本

見
聞
記
ー

フ
ラ

ン
ス
人

の
見
た
明
治
初
年

の
目
本
』

野
田
良
之
訳

・
久

野
桂

一
郎

訳
、
み
す
ず
書

房
、

一

九

七
七
年
)

サ
ン
ド
ゥ

ニ
は
聖
人
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
修
道
院
、
パ
ン
テ
オ
ン
は



旅 と 「発 見」一 西洋 見 立 て の理想 郷 、江 戸郊 外 の王 子(白 幡)

偉
人
の
墓
所
で
あ
り
、
共
に
パ
リ
の
名
所
で
あ
る
。
将
軍

の
霊
廟

で
あ
る
日

光
を
パ
リ
の
聖
堂
に
た
と
え
た
ブ

ス
ケ
は
、
大
阪
に
旅
し
た
と
き
、
ヴ

ェ
ネ

チ
ア
に
見
立
て

「大
阪
は
東
洋
の
ヴ

ェ
ニ
ス
と
呼
ば
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

ブ

ス
ケ
よ
り
十
年
以
上
も
前
に
大
阪

を
訪
れ
た
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の

『
大
君
の

都
』
を
読
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
日
本
各
地
が
西
洋

の
有
名
な
場
所
に
見
立
て
ら
れ
、
西
洋
人
の

想
像
力
を
刺
激
し
た
。

そ
れ
は
旅
心
を
刺
激
し
た
に
違

い
な

い
。

一
度
誰
か

に

「見
立
て
」
ら
れ
た
場
所
は
、

の
ち
に
そ
こ
を
訪
れ
る
旅
行
者
に
よ

つ
て

再
確
認
さ
れ
、
「見
立
て
」
は
さ
ら
に
広
ま

っ
た
。
旅
心
は
よ
り

一
層
高
ま

っ

て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
未
知

で
神
秘

の
国
日
本
は
、
見
立
て
の
手
法
に
よ

つ

て
あ
る
面
で
は
了
解
さ
れ
、
あ
る
面
で
は
さ
ら
に
神
秘
化
さ
れ
た
。

三
、
西
洋

の
心
を

つ
か
ん
だ
王
子
I
l

江
戸

の
リ

ッ
チ

モ
ン
ド

王

子

は

「
日

本

の

リ

ッ
チ

モ

ン

ド

」

に

た

と

え

ら

れ

る

西

洋

人

た

ち

の
憧

れ

の
地

に

な

っ
た

が

、

そ

れ

は

い

つ
頃

始

ま

る

の
だ

ろ

う

か
。

す

で

に

引

用

し

た

い

く

つ
か

の
書

物

か

ら

、

お

よ

そ

一
八

六

〇

年

代

で
あ

る

と

想

定

で

き

る

の
だ

が

、

「
日
本

の
リ

ッ
チ

モ

ン
ド

」

と

い
う

簡

潔

で

明

快

な

「
見

立

て
」

の

表

現

を

あ

み

だ

し

た

の

は

ロ
バ

ー

ト

・
フ

オ
ー

チ

ュ
ン

で
あ

る

。

彼

は

ま

た

「
有

名

な

茶

屋

」

に

「
ス

タ

ー

・
ア

ン

ド

・
ガ

ー

タ

ー

・
ホ

テ

ル

」

の
名

を

提

供

し

た

が

、

こ
れ

は
彼

が

は

じ

め

て

だ

っ
た

だ

ろ

う

か
。

じ

つ
は
そ
れ
以
前
に
日
本
を
訪
れ
た
英
国
の
使
節
団

エ
ル
ギ

ン
卿

一
行
の

記
録
が
そ
の
さ
き
が
け
で
あ
ろ
う
。
団
長
の
エ
ル
ギ
ン
卿
秘
書
で
あ

っ
た

ロ
ー

レ
ン
ス

・
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
が
描
写
す
る
王
子
は
、
じ

つ
に
美
し
く
心
地
よ
い

理
想

の
郊
外
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に

「
ス
タ
ー

・
ア
ン
ド

・
ガ
ー
タ
ー
」

と

「リ

ッ
チ
モ
ン
ド
」

の
名
が
現
れ
る
。
日
本
人
が
王
子
で
ど

の
よ
う
に
過

ご
す
か
を
詳
し
く
書

い
た
中
に
次

の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
。

実

際

に
、

私

の

知

っ
た

か

ぎ

り

で

は

、

彼

ら

は

わ

れ

わ

れ

が

、

季

節

の

終

り

を

ス
タ

ー

ト

・
ア

ン

ド

・
ガ

ー

タ

ー

ま

た

は

ハ

ン
プ

ト

ン

・
コ
ー

ト

(
ロ
ン

ド

ン

郊

外

ハ
ン
プ

ト

ン

に

あ

る

宮

殿

)

へ
の
ピ

ク

ニ

ッ
ク

で

過

ご

す

と

き

の

よ

う

に

振

舞

う

。

(
中

略

)

(
一
八
五
八
年

の
記
事

『
エ
ル
ギ

ン
卿

随

日
使
節

録
』
岡

田
章

雄
訳
、
雄
松
堂
書

店
、

一
九
六
人
年
)

引
用
が
長
く
な
る
の
で
、

こ
の
前
後

の
文
章
は
注
に
ま
わ
す
こ
と
に
し
よ

う
、。
読
者
は
こ
の
文
章
に
描
か
れ
る
美
し
い
幕
末

の
王
子
に
感
動
さ
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
こ
の
書
物
を
読
ん
で
い
た
フ
オ
ー
チ

ュ
ン
の
頭
に
「日
本
の
リ
ッ

チ
モ
ン
ド
」
と
い
う
表
現
が
思
い
浮
か
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
じ

つ
に

見
事
な

「見
立
て
」
で
あ

っ
た
。

王
子
は
彼
ら
英
国
人
の
み
な
ら
ず
、
各
国
人
が
好
む
江
戸
の
行
楽
地
で
あ

っ
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years1857,'S8,'S9,Vo1.2,1859)

た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
を
た
ど
り
な
が
ら
、
当
時
の
西

洋
人
の
描
い
た
王
子
に
さ
ら
に
思
い
を
馳
せ
て
み
よ
う
。
冒
頭
に
も
引
用
し

た
プ

ロ
イ
セ
ン
の
オ
イ
レ
ン
ブ

ル
ク
伯
の

『
日
本
遠
征
記
』
か
ら
。

(中
略
)
染
井
か
ら
わ
ず
か
の
騎
行
で
王
子
に
着
い
た
。
公
使
は
こ
こ

で
朝
食
を
予
定
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

扇
家

聞
8
げ
o島
き
。。
ー
1
わ
れ
わ
れ
の
訪
問
し
た
茶
屋
は
そ
う
い
う
名

前
だ

っ
た
l
i
は
、
小
川

の
さ
ら
さ
ら
流
れ
る
所
に
あ

っ
た
。
小
川
は

狭

い
緑

の
谷
間
を
人
工
の
滝
と
な

っ
て
落
ち
て
い
た
。
家
も
茶
亭
も
、

半
ば
は
水

の
上
に
突
き
出
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
向

い
側
に
は
谷
間
の

絶
壁
が
け
わ
し
く
そ
び
え
立

っ
て
い
る
。
坐

っ
て
い
る
所
は
、
木
蔭

の

涼
し
い
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
水
の
上
な

の
で
あ
る
、
念
入
り
に
手
入
れ

さ
れ
た
庭
園
の
横
に
茶
屋
が
あ
る
。

(前
掲

『
日
本
遠
征
記
』)

フ
オ
ー
チ

ュ
ン
が

「
ス
タ
ー

・
ア
ン
ド

・
ガ
ー
タ
ー

・
ホ
テ
ル
」
に
た
と

え
た
茶
屋
が

「扇
屋
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
記
述
、
旅
心
を
そ
そ
る
誘

い
の

言
葉

の
連
鎖
と
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
見
立

て
の
記
述
に
よ

っ
て
江
戸

の
郊

外
が
、
た
だ
単
に
郊
外
で
は
な
く
固
有

の
名

の
王
子
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

つ
い
で
そ
こ
に
あ
る
西
洋
で
い
え
ば

ホ
テ
ル
に
匹
敵
す
る
有
名
な

お
茶
屋
、
扇
屋
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
に
旅
し
た
場
合
に
ぜ
ひ
訪

れ
る
べ
き
訪
問
先
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
西
洋
人
に
と

つ

10
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て
王
子
、
扇
屋
は
日
本

の
名
所
以
上

の
場
、

い
い
か
え
れ
ば
世
界
名
所
に
な

り

つ
つ
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
各
国
人
が
王
子
を
目
指
し
、
扇
屋
を

目
指
し
た
ら
し
い
。

明
治
三

一
年

(
一
八
九
八
)

一
二
月
二
四
日
に
初
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

博
物
学
者
ゴ
ー
ド
ン

・
ス
ミ
ス
は
、

一
月
四
日
に
は
も
う
扇
屋
を
訪
れ
て
い

る
。
長
崎
に
日
本
到
着

の
第

一
歩
を

印
し
た
ス
ミ
ス
は
、
瀬
戸
内
海
を
経
て

神
戸

・
横
浜
の
滞
在
の
の
ち

一
二
月

三
〇
目
に
東
京
入
り
。
そ
し
て
年
が
明

け
て
明
治
三
二
年
早
々
に
王
子
、
扇
屋
を
訪
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ

れ

わ

れ

は
午

后

一
二
時

三

〇

分

に
、

す

て

き

な

場

所

オ

オ

ギ

ヤ

に

到

着

し

た

。

こ

こ

で

パ

ン
、

ソ

ー

ダ

水

、

そ

れ

に

コ
ー

ル
ド

・
チ

キ

ン
を

と

り

、

そ

の

他

に

日

本

の

食

べ

物

も

食

べ
た

。

私

は

、

わ

れ

わ

れ

を

楽

し

ま

せ

、

世

話

を

焼

い

て

く

れ

、

シ

ャ

ミ

セ

ン
を

弾

い

て

く

れ

る

ゲ

イ

シ

ヤ

を

二

人
、

呼

び

に

や

っ
た

。

彼

女

ら

の

す

る

こ

と

す

べ

て

が

私

を

す

っ
か

り
満

足

さ

せ

た

。

(
『
。コ
ー

ド

ン

・
ス
ミ

ス
の

ニ
ッ
ポ

ン
仰

天
日
記

』
荒
俣

宏
、
大

橋
悦

子
訳
、
小

学

館
、

一
九
九

三
)

著
者

ス
ミ
ス
が
感
じ
た
心
地
よ
さ

は
芸
者
さ
ん

の
も
て
な
し
の
せ
い
で
も

あ

っ
た
が
、
周
囲
の
風
景

の
す
ば
ら

し
さ
ゆ
え
で
も
あ

っ
た
。
彼
は
こ
の
記

述
に
添
え
て
扇
屋
を
撮
影

し
た
美
し

い
彩
色
写
真
を
添
え

て
い
る
。
扇
屋
付

近

の
風
景
は
筆
に
語
ら
せ
る
よ
り
む
し
ろ
写
真
に
任
せ
た
と

い
え
よ
う
か
。

ス
ミ
ス
の
訪
問
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
四
〇
年
近
く
以
前
、
幕
末
に
訪
れ
た

プ

ロ
イ
セ
ン
遠
征
隊

の
オ
イ
レ
ン
ブ

ル
ク
の
記
述
を
も
う

一
度
振
り
返

っ
て

み
よ
う
。
オ
イ
レ
ン
ブ

ル
ク
た
ち
に
と

つ
て
王
子
は
た
ん
な
る
景
勝
地
で
は

な

い
。
す
ぐ
近
く
の
丘
陵
、
飛
鳥
山
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
は
自

然

の
中
に
人
々
の
楽
し
み
と
暮
ら
し
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
郊
外
で
あ
る
。

お
い
し
い
朝
食
が
と
れ
る
生
活
の
場
で
あ
る
。

朝
食
の
後
、
わ
れ
わ
れ
は
飛
鳥
山

〉
。。冨
巻
日
薗
へ
散
歩
に
で
か
け
た
。

そ
こ
は
ほ
ど
遠
く
な
い
丘
陵

の

一
つ
で
、
か

つ
て
は
大
君

の
狩
猟
の
館

が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
だ
か
ら
今
日
で
も
、

こ
こ
に
は
徒
歩
で

し
か
入

っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
丘
の
背
は
平
坦
で
耕

作
さ
れ
て
お
り
、
傾
斜
面
に
は
高
い
針
葉
樹
が
鬱
蒼
と
し
た
草
藪

の
中

か
ら
生
え
て
い
る
。
今
日
で
も
な
お
、
大
君
は
毎
年

こ
こ
に
鴨
猟
に
や

っ

て
来
る
。
こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
、
江
戸
の
北
部
、
大
川

の
流
れ
る
肥
沃

な
平
野
を
お
さ
め

て
い
る
。
こ
の
丘
の
西

の
縁
に
は
、
密
生
し
た
木
立

の
中
に
簡
素
な
神
殿

[
王
子
稲
荷
]
が
あ
り
、
そ
の
基
部
は
背
後
の
谷

間
に
か
か

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
木
に
覆
わ
れ
た
岩
壁
か
ら
清
冽
な

泉
が
迸
り
、
流
れ
の
中

の
石
像
を
洗

っ
て
い
る
。

(前
掲

『
日
本
遠
征
記
』)
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楽
し
い
朝
食
が
と
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
は
眺
望

の
美
し
い
遊
楽

の

場
で
跡
る
。
そ
し
て

「肥
沃
な
平
野
」

で
農
耕
が
行
わ
れ
る
生
産

の
場
で
も

あ
る
。
さ
ら
に
そ
こ
は

「神
殿
」
や

「
石
像
」
な
ど
の
文
化
財
も
各
所
に
見

ら
れ
る
。
ま
さ
に
た
だ
自
然
に
恵
ま

れ
た
だ
け
で
は
な
い
、
人

の
快
適
な
暮

ら
し
全
体
を
支
え
て
く
れ
る

「郊
外
」
な

の
で
あ
る
。

一
人
六
〇
年
代
は
西
洋
諸
国
が
都
市
改
造
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
期

で
あ

る
。

一
人
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代

に
か
け
て
、
劣
悪
な
住
環
境
に
悩
ま
さ

れ
て
い
た
西
洋
の
都
市
は
、
そ
の
解
決

に
向
け
て
動
き
出
し
は
じ
め
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
日
本
が
開
国
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
外
国
人
が
訪
れ
は

じ
め
、
彼
ら
が
目
に
し
た
の
が
日
本

の
都
市
と
自
然
、
と
く
に
大
都
市
江
戸

の
郊
外
で
あ

っ
た
。
遠

い
旅
路

の
は
て
に
見
出
し
た
心
地
よ
い
郊
外
。
彼
ら

西
洋
人
に
よ
る
日
本
の
発
見
で
あ
る
。
江
戸
は
西
洋
人
に
と

っ
て
の
理
想
の

都
市
に
も
見
え
始
め
た
の
で
あ
る
。

四
、

郊

外

の

「先
進

国

」
、

日

本

「発

見

」

西
洋
人
た
ち
は
王
子
の
景
色
を
愛

で
、
茶
屋
で
食
事
を
楽
し
み
、
飛
鳥
山

に
遊
ん
だ
。
大
が
か
り
な
準
備
が
必

要
な
旅

で
は
な
く
、
気
楽
な
日
帰
り
の

行
楽
で
あ
る
。
朝
住
ま
い
を
出
て
、
夕
方
に
は
戻
る
近
郊

へ
の
楽
し
い
外
出
。

そ
の
目
的
地
は

「郊
外
」
で
あ
る
。

英
語
圏
の
人
々
は
こ
う
し
た
行
動
を

o⊆自
σq
や

豆
。蒼
δ
困
な
ど
と
呼
ん
だ

が
、
そ
う
し
た

「外
出
文
化
」
と
で
も
名
付
け
る
べ
き
行
動
は
、
西
洋
で
は

一
九
世
紀

の
後
半
に
な

っ
て
生
ま
れ
て
き
た
新
風
俗
で
あ

っ
た
。
西
洋
世
界

は
都
市
内
部
の
家
屋

の
中
や
石
畳
の
街
路
上
で
の
暮
ら
し
を
超
え
て
、
よ
う

や
く
都
市
の
外
、
郊
外

へ
目
を
向
け
始
め
た
の
で
あ
る
。
印
象
派

マ
ネ
の

《
草

上

の
昼
食
》

(
一
八
六
三
)
や

モ
ネ

の

《
日
傘
を
さ
す
婦
人
》
(
一
八
七
五
)、

ス
ー
ラ
の

《
グ
ラ
ン
ド

・
ジ

ヤ
ッ
ト
島

の
日
曜
日
の
午
後
》

(
一
人
人
四
ー

一

八
八
六
)
な
ど

の
絵
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
屋
外
の
新
風
俗
を
描

い
た
絵

画
作
品
が
こ
の
時
期
に
つ
ぎ

つ
ぎ
と
現
れ
る
の
は
そ
の
せ
い
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
西
洋
に
も

こ
れ
以
前
か
ら
屋
外
の
楽
し
み
は
あ

っ
た
。
け
れ
ど

も
江
戸
時
代
後
期
の
時
点
で
考
え
る
と
、
日
本
の

「外
出
文
化
」
は
そ
の
大

衆
性
、
多
様
性
に
お
い
て
群
を
抜

い
て
い
た
。
江
戸
郊
外
の
王
子
付
近
だ
け

を
例
に
と

っ
て
も
、
飛
鳥
山

の
花
見
や
滝
野
川
の
紅
葉
狩
り
と

い
っ
た
屋
外

の
楽

し
み
は
、

一
部
上
流
階
層
だ
け

の
も

の
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
大
衆
的

な
も
の
だ

っ
た
。
花
見
や
紅
葉
狩
り
の
浮
世
絵
が
多
数
板
行
さ
れ
、
ま
た
煙

草
盆
や
弁
当

・
重
箱
な
ど
の
携
帯
用
具
が
各
種
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
衆

性

の
証
で
あ
る
。

京
都
で
は
、
室
町
時
代
に
す
で
に
桜
の
時
期
に
着
る
花
見
小
袖
が
あ
ら
わ

れ
る
ほ
ど
花
見
は
春

の
行
事
と
し
て
広
ま

っ
て
い
た
し
、
江
戸
に
お
い
て
も

徳
川
前
期
に
は
俳
諧
や
川
柳
に
詠
ま
れ
る
ほ
ど
に
大
衆
化
し
て
い
た
。

季
節

に
応
じ
た
年
中
行
事
に
屋
外
行
動
が
多
い
の
が
日
本

の
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
中
に
は
純
粋
な
宗
教
行
事
も
あ

っ
た
が
、
寺
社

へ
の
参
詣
は
ほ
と
ん
ど

12
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が
同
時
に
花
や
自
然
を
愛
で
る
楽
し
み
と
結
び

つ
い
て
い
た
。
外
出
行
動

の

き

っ
か
け
に
参
詣
と
い
う
宗
教
的
意

味
づ
け
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
上
に

花
鳥
を
愛

で
、
名
物
を
食
す
な
ど
飲

食
の
楽

し
み
が
付
加
さ
れ
る
の
が
当
た

り
前
に
な

っ
て
い
た
。
都
市
民
は
都

市
周
辺
部
す
な
わ
ち

「郊
外
」
を
精
神

的
、
身
体
的
遊
楽

の
地
と
し
て
つ
く

り
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

郊
外
は
市
街
地
を
取
り
囲
む
農
産
物
の
供
給
地
だ
け

で
な
く
、
ま
た
都
市

労
働
の
人
材
補
給
地
だ
け
で
も
な
く
、
都
市

民
の
保
養

・
遊
興
の
地
と
な

つ

ゆ
さ

ん

て
い
た
。
都
市
周
縁
部

へ
の
楽
し
い
外
出
を
江
戸
時
代

の
人
々
は

「遊
山
」

と
総
称
し
た
が
、
王
子
は
江
戸
市
民

に
と

っ
て
遊
山

の
地
の

一
つ
で
あ
り
、

美
し
い
郊
外
を
代
表
す
る
地
だ

っ
た

の
で
あ
る
。
江
戸
中
期
に
は
京

・
大
坂

・

江
戸
の
三
都
が
並
び
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
郊
外
を
発
達
さ
せ
、
ま
た
各
地
の
城

下
町
で
も
そ
れ
ぞ
れ
周
辺
部

の
郊
外
地
が
開
発
さ
れ
て
い
た
。
日
本
は
す
で

に

一
人
世
紀
に
郊
外
生
活
を
成
立
さ
せ
た
郊
外

の
先
進
国
だ

っ
た

の
で
あ
る
。

都
市
生
活

の
反
省
か
ら
、
よ
う
や
く

一
九
世
紀
の
半
ば
に
郊
外

へ
目
を
向

け
始
め
た
西
洋
諸
国
に
日
本
が

一
っ
の
モ
デ

ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
始
め
た
。

自
分
た
ち
が
最
近
に
な

っ
て
注
目
し
始
め
た
郊
外
を
、
は
る
か
以
前
か
ら
育

て
、
使
い
こ
な
し
て
い
る
日
本
。
そ
れ
ま
で
は
情
報
が
乏
し
く
、
神
秘

の
べ
ー

ル
に
包
ま
れ
た
未
知
の
国

の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
強
か

っ
た
日
本
は
、
都
市
と

自
然
を
う
ま
く
調
和
さ
せ
た
理
想
的
な
郊
外

の
先
進
国
と
し
て
認
識
さ
れ
始

め
る
。
来
日
し
た
西
洋
各
国
人
の
目
本
見
聞
記
録
は
、
本
国
に
お
け
る
郊
外

へ
の
関
心
を
よ
り
強
く
刺
激
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
未
知
の
国
、
神
秘
の

国
、
不
思
議

の
国
で
あ
る
日
本
の

「発
見
」
、
旅
先
と
し
て
の
日
本

「発
見
」

の

一
面
で
あ
る
。
開
国
初
期
か
ら
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
王
子
は
、
旅
先

と
し
て
の
日
本

「発
見
」
を
刺
激
し
、
日
本
を
印
象
づ
け
る

一
つ
の
、
し
か

し
大
き
な
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

注1

こ
の
文
章

の
あ

と
に
、

王
子

・
飛
鳥

山
に

つ
い
て

の
描

写
が
長
く
続

く
。

そ
の
う

ち

の
部
分

を
本
文

で
引

用
し
て

い
る
。

2

こ
の
文
章

に
も
次

の
よ
う
な
、

王
子

・
飛
鳥

山

へ
の
親

し
み
あ
ふ

れ
る
描
写
が

続

く
。

「
…
…

こ
れ
は
山

の
峡

谷

の
入

口
に
あ

り
、
小
さ
な

川
が
滝
と
な

っ
て
流
れ
出

し
て
、

谷

の
中

を
優
雅

に
蛇

行
し

て
い
る
。

こ
の
清

い
流
れ

の
上
に
、
茶

屋

の
離
れ
や

回
廊

が
ず

っ
と
続

い
て
建

っ
て
い
る
。
水

の
清

涼
さ
と
、
建

物
を
取

り
巻

い
た
大

木

の
緑

陰
を

土
ハ
に
満
喫

で
き
る
所

で
あ
る
。
客

間
や
、
縁
側

や
、
畳
や
、
障

子

は
輝

く
ば

か

り
清
潔

に
手
入

れ
が
さ
れ

て

い
る

し
、
客
扱

い
も
際

立

っ
て
淑
や

か

で
、

し
か
も
、

質
朴

で
あ
る
。

こ

の
あ
た

り
に
は
、
方

々
に
歴
史

的
な
思

い
出
が
あ

る
。
将
軍
家

の
狩
猟

の
と
き

の
城
館

が
、
昔
、

こ
の
近

く

の
丘

の
上

に
あ

っ
た
。

そ

こ
か
ら
、

隅

田
川

が
潤
し

て

い
る
広

い
田
畑

が
見
渡

せ
た
。

や
や
離

れ
た
小
さ
な

谷

の
中

に
、
徳
川
家

の
祖
先

の

家
康

を
祀

っ
た

神
社
が
あ

り
、
ま
た
、

高

い
岩
壁

か
ら
奇
蹟
的

な
泉

が

一
条

落
ち

て

い
る
。

こ
の
泉

に
は
、

石
が
祀
ら
れ

て
あ
る
。

王
子

の
旅
館

の
客
た
ち

は
こ

の
石
像
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に
願
を
か
け

に
来

て
、
酒

を
飲

み
、
興
奮

し

て
自
然

の
シ
ャ
ワ
ー

の
心
地

よ
い
効
果

を
味
わ

お
う
と
滝
壺

に
立

つ
の
で
あ

る
。

野
原

の
小
部
落

に

は
店

が
何
軒

も
あ
り
、
露
店

も
出

て

い
て
、
地

方
色

の
豊

か
な

玩
具
や

骨
董
品
を
並

べ

て
、

顧
客
や

子
供

た
ち

に
売

っ
て

い
る
。

と

い
う
わ

け
は
、

中
流

の
家

庭

で
は
、

物
見
遊

山
に
行

っ
た
以
上
、

田
舎

で
売

っ
て

い
る
土
産

を
何
か

買

っ
て
帰
ら
な
け

れ
ば
、
行

っ
た

こ
と

に
は
な
ら
な

い
、
と
思

い
込
ん

で
い
る
か
ら

で
あ

る
。

だ
が
、
そ
う

し
た

こ
と
は

二
義
的

な
関
心
事

に
す
ぎ

な

い
。

王
子

の
庭
園

が
も

つ
人
気

の
秘
密

は
、
そ
れ

ら
が
古
代

か
ら
、
稲
作

の
守
護
神

で

あ

る
稲
荷

大
明
神
と

共
に
、

そ
の
使
姫
と
な

っ
て
い
る
、

神
聖
な
動

物

の
お

か
げ

を

蒙

っ
て
い
る
た
め

で
あ

る
。

お
狐
様

ヨ
。
。。旨
⑰
丕
宏
器

は
特

別
に

こ
の
土
地

に
恩

恵

を
授
け

て

い
る

の
で
、

王
子
稲
荷

と
名
づ
け

た
、

こ
の
丘
に
祀

っ
て
崇

め

て
い
る
。

一
月

の
十
七

日
、

寺

に
は
多

数

の
田
舎

の
人
や

町

の
人
が

入
り
混

じ

っ
て
大
勢
集

ま

っ
て
来

る
。

こ
の
人
た
ち

は
そ
こ
に
絵
馬

を
吊
り

下
げ

た
り
、
新

年

の
供
物
を
奉

納
し
に
来

る
。

…
…
」

(
エ
メ

・
ア

ン
ベ
ー

ル

『
幕
末

日
本
図
絵

』
高
橋
邦

太
郎
訳
、
新

異
国
叢

書
、
雄
松

堂
書
店
、

一
九

七
〇
年
)

3

同
様

に
引
用
以

下

の
文
章

を
少
し
掲
げ

て
お
く
。

各
国

の
西
洋
人
が

王
子

・
飛
鳥

山
を
気
持
ち

の

い
い
行
楽
地

と
見
て

い
た

こ
と

が
よ
く
う

か
が

え
る
。

「
…

…
そ
れ
は
水

の
澄
ん
だ

小
川

の
近
く

に
あ

る
、

眺
め

の
よ

い
丘
を
背

に
し

て
い

る
。

美

し
い
季
節
に

は
町
人

の
家
族

が
よ
く
古

木

の
蔭
や
、

そ

こ
に

沢
山
あ
る
茶

屋

で
休
む
。
耳
障

り
な
音
楽

を
聞
き
な

が
ら
、
簡
単

な
食
事
を

と
り
、

こ
ん
な
無
邪
気

な
楽

し
み

に
幸

せ
を
感

じ
て

い
る

よ
う

で
あ
る
。
滅
多

に

し
か
な

い
が
、

口
争

い
や

喧
嘩

が
彼
等

の
集

い
の
静

か
さ
を
乱
す
。

そ
し

て
外

国
人

に
は
こ

の
微
笑

ま
し

い
風

習

が
気

に
入
ら
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
」

(
ル
ド

ル
フ

・
リ

ン
ダ

ウ

『
ス
イ

ス
領
事

の
見
た
幕
末

日
本
』
森
本

英
夫

訳
、
新

人

物
往
来

社
、

一
九

八
六
年
)

4

全

権
委
任

状

の
交
換

の
翌

日
に
、

エ
ル
ギ

ン
卿
が

田
舎

に
散
策

に
出
か
け

る
準
備

が
委
員

た
ち
に
よ

っ
て
整
え
ら
れ

て
い
た
。
目
的
地

は
王
子

匡
2
。oo
と

い
う
、

十

マ

イ

ル
ほ
ど
離
れ

た
夏

の
行
楽

地
で
、
美

し

い
景
色
や
植

物
園
、

ま
た
設
備

の
整

っ
た

茶
屋
が

呼
び
物
に
な

っ
て

い
た
。

(中

略
)

わ

れ
わ
れ

は
、

路
傍

の
庭
園
や

田
舎

家

で
行

わ
れ

て
い
る
雅
致
を

き
わ
め
た
趣

味

を
見

て
、
驚
嘆
と
喜

び
に
満

た
さ
れ
た
。

イ
ギ
リ

ス
の
模
範
地

区
で
も
、
江

戸

の
郊

外
を
飾

っ
て

い
る

こ
の
よ
う
な

「飾
ら

れ
た
小
舎
」
8
§
σq2

0
ヨ
¢
＼Φ
の

を
作

る

こ

と

は
で
き
な

い
。
わ
れ

わ
れ
は
、
細

か
い
点

で

い

つ
も
欠

け

て
い
る
。

(
中
略
)

わ

れ
わ
れ
が

足
を
止

め
て
休
ん
だ

茶
屋
は
、
苔

の
生

〈
む
〉
し
た

洞
穴
か
ら
き

ら

め
く
水

が
吹

き
出

し
て

い
る
庭

園

の
中

に
あ

っ
た
。
詰

め
物
を

し
た

畳

〈
マ
ッ
ト
〉

が
休
息

を
誘

っ
た
。

こ

こ
で
美

し

い
娘
た
ち

が
煙
管
と

茶
を
す
す

め
、
ま
た
未
熟

の

梨
を
受

け
取
る

こ
と

を
強

い
た
。

こ
の
茶
屋

か
ら
先

で
、

わ
れ
わ
れ

は

田
園

の
美

を

味
わ

っ
た
。

ち

ょ
う

ど

ロ
ン
ド

ン

の
郊
外
を
離

れ

て
、
デ
ボ

ン
シ
ャ
の
小
径

に
分

け

入

っ
た

の
で
あ
る
。

(中
略

)

最
後

に
わ
れ
わ

れ
は
、

に
わ
か
に
峡

谷
に
下

っ
て
行

っ
た

が
、
そ

こ
に
は
見
事

な

村
が
森

に
包

ま
れ

て
横

た
わ

っ
て

い
た
。
そ

の
村

は
、
数
件

の
田
舎
家

と
規
模

の
大

14
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き
な
茶
屋
と

か
ら
成
り
立

っ
て
い
た
。

そ

の
茶
屋

の
入

り

口
の
と

こ
ろ
で
馬
か
ら
降

り
て
、
物
珍

し
さ
に
集

っ
て
来
た
全
村

の
人

々
を

大

い
に
感

動
さ
せ
た
。

茶
屋
は
音

高

く
流
れ

て
い
る
水

流
に
臨

み
、
二
階

の
部
屋

の
縁

側
は
水

の
上

に
か
か

っ
て
い
た
。

川
が
絵

の
よ

う
な
滝
と

な

っ
て
構
内

に
流
れ

込
ん
で

い
る
地

点

で
、
斜

面
を
覆
う
木

立

や
、
岩

石
を
あ
し
ら

い
雅
致

に
富

ん
だ
庭
や
、
奇

妙
な
形

に
刈
ら

れ
た
イ
チ
イ

の

木
が
そ

の
岸

を
縁
ど

っ
て

い
た
。
わ

れ
わ
れ

は
、

突
出

し
た
地
点

に
設
け
ら
れ
、

四

周

の
す
ば

ら
し

い
眺
望

を
集
め

て

い
る
四
阿

に
陣

取
り
、

注
文
を
と

る

こ
と
を

口
実

に
わ
れ
わ

れ
を
見
に
来

た
娘
た
ち

の

一
団

に
対
し
て
、

昼
食

を
整
え

て
ほ
し

い
と
伝

え
た
。

(中
略

)

高
位

の
人
が
、
夫

人
や
家

族
を
連

れ
て

こ
の
種

の
家
庭
的

な
接
待
を
受

け
た

い
と

望
む
と
き

に
は
、
ま
ず

茶
屋

の
経
営

者

に
そ

の
意

図
を
知

ら
せ

て
お
け
ば
、
齟
上
品

な

私
的
な
営

み
が
彼

の
た

め
に
確
保
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
彼
と
そ

の

一
行

は
、

人
目
を
避

け

て
こ
の
種

の
保
養

に
許
さ
れ

る
か
ぎ
り

の
楽

し
み
を
満

喫
す

る
。
夫

人

た
ち
は
彼

ら

の
た
め

に
、
楽

を
奏
し
、
舞

い
、

ま
た

は
唄
う
。

(中
略
)

王
子
を
離

れ
、
わ
れ
わ
れ
は
馬

で
村

の
背
後

の
丘

(飛
鳥

山
)
の
突

端
に
登

っ
た
。

こ
こ
に
出
る
た
め

に
は
、
街
道

か
ら
分

か
れ
、
馬
を
走

ら
せ

て
、

公
園
風

の
美

し

い

樹

々
が
点
在

し

て
い
る
緑

の
芝

生
を
横
切

っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な

ら
な
か

っ
た
。

こ

の
突
然

の
気
ま
ぐ

れ
な
行
動

に
あ
わ

て
た
付

添
人
た
ち

は
息
を

切
ら
し

て
後

を
追

い

か
け
、
激

し
く
抗
議

し
、
わ

れ
わ
れ

の
違

反
行
為
が
、

彼
ら

に
と

っ
て

は
即
決

の
処

罰
を
招

く

こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
と

い
う
意
味

を
表
わ

し
て
、
手

で
の
ど
を

こ
す

っ
た
。

け
れ
ど

も
高

い
と

こ
ろ
か
ら
眺

め

て
見
た

い
と

い
う

わ
れ
わ
れ

の
好
奇
心

は
、

彼
ら

の
た
め

に
遠

慮
を
す

る
気
持

に
打
ち

勝

っ
た
。

確
か

に
人
情

を
欠

い
た
だ
け

の
こ
と

は
あ

っ
た
。

わ
れ
わ

れ

の
目
を
楽

し
ま
せ
た
眺

望
は
、
他

の
ど
ん
な

場
所

で
見
た
景

色
よ
り
も
、

リ

ッ
チ

モ
ン
ド

・
ヒ
ル

空
。
圧
ヨ
o
a

=
旨

(
リ

ッ
チ

モ
ン
ド
は

ロ
ン
ド

ン
近
郊

の
町
。

テ
ー

ム
ズ
河
右
岸

の
景
勝
地
)

か
ら

の
眺

め
に
よ
く
似

て

い
た
。

眼

下
に

は
、

う
ね

っ
て
流

れ
る
川
が

あ
り
、
と

き
に
は
深

い
森

に
隠
れ
、

と
き

に
は
草

原
に
姿

を
現
わ

し
て
広

大
な
陽
光

に
照
り
映

え
た
。

そ
の
彼
方

に
は
、

は
る

か
視

界

の
及
ぶ

か
ぎ

り
、

田
園
は
豊

か
に
耕
さ
れ
、

美
し

い
変

化
を
示

し
、

あ
ち

こ
ち

に
町

や
茅
屋

の
煙

が
眺
望

に
生
気

を
添
え

て
い
た
。

(『
エ
ル
ギ

ン
卿
随

日
使
節

録
』
岡

田
章
雄

訳
、
雄
松

堂
書
店

、

一
九

六
八
年

)

〔本
稿

を
も
と

に
執

筆
し
た

論
考

「西
洋

見
立

て

の
理
想
郷
、

王
子

・
飛
鳥
山
」

を
北

区
飛
鳥

山
博
物
館

(東
京
)
編

図
録

『
江
戸

の
リ

ッ
チ

モ
ン
ド

あ

こ
が
れ

の
王
子

・

飛
鳥

山
展
』

(
二
〇
〇

五
年
)
に
掲
載

し
て

い
る
。
〕
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